
緒 言

近年，育児不安を持つ母親が増えていることや乳
幼児虐待が社会問題となっており，子育て中の母親
のストレス状況の把握やその支援方法についての検
討が進められている。そのなかで，少子化にともな
い親になるまで子どもの世話をしたことがないとい
う母親が増えつつあることも指摘されている。核家
族化が進むことで祖父母からの経験的な育児方法の
伝達の機会も減少し，家族における育児機能の低下
を招いているといえる。家族の機能が十分に得られ
ない場合は，外部のサポートが必要となるが，地域
のつながりが希薄化している状況では，育児サポー
トの機能も期待できない。その中で，子どもにどう
接していいのかわからないなどの悩みや不安を抱え
ている母親は，相談する相手も乏しく，育児の孤立
化が起こっている。

これまでに乳幼児を育てている母親を対象とし
て，育児ストレッサー尺度を用いた調査研究を行っ
てきた1－9）。その結果，育児ストレスは母親にとっ
てマイナスばかりでなく，ストレスへの対処能力を
強め，その対処過程の中で感じたことや考え方が母
親自身の自己肯定感を高め，成長や喜びにもつなが
っていることが分かった。また，子育て中の母親を
対象として離乳期の心配についても調査分析を行っ
た。その結果，離乳方法によっては育児不安を増加
させてしまう場合もあることが分かった10）。初めて
子育てを経験する母親や，離乳の時期が1歳半以降
になった母親も，不安が強い傾向がみられた。そし
て，家族（特に夫と実母）や友人，先輩ママなどの
相談相手や，側にいて支えてくれる人を求めている
ことが分かった11）。
そこで，今後は，母親を取り巻く家族や地域の人々
と，サポートのためのサービスや施設などの環境と
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ABSTRACT

The purpose of this study was to investigate the child−rearing stresses of parents and families
of infants by using the Maternal Parenting Stressor Scale.
Subjects included ４７７ parents and family rearing infants.
Factor analysis showed the following stressors：（Ⅰ）hardships in dealing with children and dis-

cipline（Ⅱ）parents having no time for themselves（Ⅲ）being engaged in rearing children alone（Ⅳ）
problems in eating patterns of children（Ⅴ）a lack of understanding and uncooperative attitudes of
husbands（Ⅵ）being constantly followed by children.
Thus, it might be suggested that it is necessary that nurses provide more support for parents.
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図1）子育て支援システムの構成図

の関連を，女性のライフサイクルの中で，視野を拡
大して検討する必要があると考えた12，13）。これらの
実践は，保育所や地域の子育て支援センターを拠点
とすることで，幼稚園・保育所で勤務する専門職者
との連携による実践活動を行うことが可能である。
今回は，大学の位置する地域における子育て環境
を把握し，大学教員としてより具体的な子育て支援
システムを構築するために，育児ストレス構造の地
域の特性を明らかにすることを目的とした。

概念枠組み

本研究では，図1に示したように，大学が企画す
る子育て支援システムとして SNS（Social Network-
ing Service）を活用した支援活動モデルを考えた。
SNSとは，人と人とのつながりを促進・サポート
するコミュニティ型のWebサイトのことである。
SNSを利用することによって県内のどこからでも
参加でき，専門家からの子育て情報の収集や，会員
相互が情報を発信し共有することを支援するシステ
ムである。
このモデルにおける子育てニーズに焦点を当て
て，今回は，子育て中の親や家族の育児ストレス状
況の地域の特性について分析した。

研究方法

1．期間
平成24年11月から平成25年3月とした。
2．対象者

A県内子育て支援センターに通っている子どもの
親及び家族630名を調査対象とした。
3．測定用具
本研究では，子どもを育てている親や家族の育児
ストレスの背景には，「子どもの背景」「母親自身の
問題」「母親と子どもあるいは夫との関係」などの
要因が関係していると考え，日下部らの育児ストレ
ッサー尺度を用いた。妥当性と信頼性が確認できて
いること。育児に関わる親のストレスを測定できる
ことから，この測定用具を採用した。
4．データ収集方法
調査の手続きに関する内容は「徳島県における子
育て支援ニーズに関する調査研究 その1」で報告
している。
育児ストレッサー尺度は31項目からなり，評定段
階は。「いつも感じる」4点，「ときどき感じる」3
点，「まれに感じる」2点，「全く感じない」1点の
リッカート法による質問紙調査法である。
5．分析方法
本研究で用いた測定用具は，すでに信頼性と妥当
性が確認されているが，調査時期や地域など対象者
の特性が影響すると考え，A県内の状況を明らかに
するために，統計解析 PASW Statistics 17．0を用
いた記述統計と因子分析（主成分分析，プロマック
ス回転），信頼性分析（内的整合性）の確認を行った。

倫理的配慮

本研究に当たり，四国大学倫理審査委員会の承認
を得た。調査については，該当施設の施設長に研究
目的と方法を説明し承諾を得た後，施設に持参して
対象者に配付した。調査用紙には，研究目的と調査
への参加は自由意思であること，また無記名で結果
は統計的に処理されるので個人が特定されることは
ないこと，調査への協力の有無で今後のサービスへ
の影響はないことを明記した。記入後の回収は，留
め置き法により，各施設に設置した回収箱への投函
とした。測定用具の使用については事前に書面で作
成者の了承を得た。
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結 果

徳島県内17か所の子育て支援センターを利用して
いる630名の親及び家族を対象として調査した結
果，477名の協力が得られた（有効回答率75．7％）。

1．対象者の属性（詳細は「徳島県における子育て
支援ニーズに関する調査研究 その1」参照）
対象者のうち，女性が464名（98．1％）であった。
年齢は33．4±5．71歳であった。子どもの数は，1人
が231名（48．4％），2人が（37．7％），3人が53名

表1 徳島県内全データの育児ストレッサーの因子構造（n=477）
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図2）子育て支援センターに通う子どもの親の因子
成分相関

（11．1％），4人が8名（1．7％），5人が1名（0．2％）
であった。職業は，無職が270名（56．7％），育児休
業中71名（14．9％），フルタイム63名（13．2％），パー
トタイム42名（8．8％）の順であった。
2．主要変数の記述統計
育児ストレッサー31項目の単純集計の結果，高い
値を示したのは「8．一人になれる時間がない」（2．67
±1．009），「18．自分の時間がない」（2．65±0．958），
「9．子どもを育てるために我慢していることがあ
る」（2．56±0．891）などであり，低い値を示したの
は「12．自分と子どもだけの世界で，社会との接点
がない」（1．68±0．885），「16．他の親としつけ方が
違う」（1．74±0．752），「21．一人きりで育児をして
いる」（1．75±0．908）などであった。（数値は平均
値±標準偏差を示す）
3．育児ストレッサーの因子構造 以下，
≪ ≫は因子名，「 」は項目を示す。
育児ストレッサー31項目を変数とした因子分析と
信頼性分析の結果，1項目は因子負荷量0．4以下と
なり削除し，固有値1．00以上，累積寄与率60．81，因
子負荷量0．441以上を解釈し，6因子を抽出した
（表1）。また，先行研究を外的基準と設定した妥
当性は確認できた。
因子Ⅰは，「3．聞き分けがない」「6．癇癪をおこす」
など9項目で構成され，≪子どものしつけや対応へ
の困難≫と命名した。α係数は0．867であった。因
子Ⅱは，「18．自分の時間がない」「一人になれる時
間がない」など6項目で構成され，≪自分の時間が
ない≫と命名した。α係数は0．872であった。因子
Ⅲは，「11．子どもと二人だけで家にいる」「12．自分
と子どもだけの世界で，社会との接点がない」など
5項目で構成され，≪一人きりの子育て≫と命名し
た。α係数は0．777であった。因子Ⅳは，「15．子ど
もが小食である」「14．自分で食べたがらない」など
5項目で構成され，≪子どもの食行動の問題≫と命
名した。α係数は0．722であった。因子Ⅴは，「30．
夫が育児に非協力的である」「31．夫が家事に非協力
的である」など3項目で構成され，≪夫の無理解・
非協力的態度≫と命名した。α係数は0．890であっ
た。因子Ⅵは，「13．一人にすると泣く」「1．まとわ

りついて離れない」の2項目で構成され，≪子ども
にまとわりつかれる≫と命名した。α係数は0．612
であった。
4．因子成分の相関
因子Ⅱ≪自分の時間がない≫が，因子Ⅰ≪子ども
のしつけや対応への困難≫，因子Ⅲ≪一人きりの子
育て≫，因子Ⅳ≪子どもの食行動の問題≫。因子Ⅴ
≪夫の無理解・非協力的態度≫の4つの因子と有意
な成分相関を示した。また，因子Ⅲも同様に因子Ⅰ，
因子Ⅱ，因子Ⅳ，因子Ⅴと有意な成分相関を示した。
因子Ⅵ≪子どもにまとわりつかれる≫は他の因子と
の相関は見られなかった（図2）。

考 察

育児ストレッサー尺度を用いて，A県の子育て支
援センターに子どもを参加させている親と家族を対
象として育児ストレス状況を調査し，因子構造を明
らかにした。そこで，今後の子育て支援方法を検討
するために，今回の研究で明らかになった育児スト
レスの実態から考えられることを述べる。
因子構造のうち1番目の因子として抽出されたの
は≪子どものしつけや対応への困難≫であった。こ
のことから，育児に関わっている親や家族にとって
最もストレスフルなことは子どものしつけや対応だ
と捉えていることが推測される。子育ては，本来，
子育てする側である大人の成長の機会でもあり，子
どもとの交流を通して学ぶ場でもある。しかし，子
育てを「しつけ」や「きちんと育てなければならな
い」という捉え方が強いと，子育ての体験がストレ
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スの高いものになってしまう。核家族化が進み，子
育てのコツや工夫について，親や地域の人々から伝
承される機会もほとんどなくなっているので，お互
いに情報交換したり学びあったりする場が必要では
ないかと思われる14）。
次に抽出された因子は，≪自分の時間がない≫で
あった。本来子育ては，子どもが相手の立場で物事
を考えられるようになるまでは，育てる側が子ども
のペースを尊重しながら関わることが必要である。
しかし，それは子育てを中心的に行っている者のみ
に強制するものではなく，家庭の中で，そして地域
全体でそれを支える仕組みが必要である。3番目に
抽出された≪一人きりの子育て≫とも関連して，子
育てを母親だけに任せてしまっている状況が推察で
きる。この状況は因子成分相関にも表れている。
≪自分の時間がない≫ことと≪一人きりの子育て≫
と捉えていることが育児ストレスの中心的な因子と
なって，それらが≪子どものしつけや対応への困難≫
や≪子どもの食行動の問題≫のストレスとの関連を
強めていると思われる。その要因として，弱いなが
らも≪夫の無理解・非協力的態度≫が影響している
と考えられる15）。
これらのことから，子育て中の親や家族は，自分
の時間が持てるための子育ての協力者や社会とのつ
ながりを感じられるようなサークル仲間や友人との
交流などを求めているといえる。
また，他のストレス因子とは相関が見られなかっ
たが，子ども本来の特徴である「一人にすると泣く」
ことや「まとわりついて離れない」ことをストレッ
サーとして捉えていることが分かった。それまでの
生活体験の中で，子どもと関わることが少なかった
親にとれば，このような子どもの特徴もストレスに
なるといえる。自分の感じている子ども観が肯定的
なものから否定的なものへ転換されると虐待へと発
展してしまう恐れもある。親のもつ子ども観をより
肯定的なものにするためにもお互いにストレスと感
じていることや困っていることを自由に表現する場
も必要であると考えられた。

結 論

1．子育てをすることによって，自分の時間が持て
ず，子育てを一人きりでしていると捉える事がス
トレッサーとして強く影響している。
2．子育てをすること自体のストレスと，子どもに
しつけをしなければいけない，食事を食べさせな
くてはならないといった子どもの世話に対するス
トレスは関連している。
3．子育て者が感じているストレスに，夫の無理解
や非協力的態度が影響を及ぼしている。

今後の課題

今回は全体的な育児ストレス構造を明らかにした
ので，今後，地域ごとの育児ストレス構造の特性を
見出し，より具体的な支援方法につなげる必要があ
る。
また，今回の対象者は，子育て支援センターの活
動に参加した無職あるいは育児休業中の親や家族が
多かった。今後は，職業のある親の育児ストレス状
況や病気や障害のある子どもの育児を行っている親
を対象とした調査も必要である。
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抄 録

本研究の目的は，育児ストレッサー尺度を用いて，乳幼児を育てている親と家族の育児ストレス
を測定し，因子構造を明らかにすることである。
対象者は477名の乳幼児を育てている親と家族であった。
因子分析の結果，以下の6つの因子が抽出できた。（Ⅰ）子どものしつけや対応への困難，（Ⅱ）
自分の時間がない，（Ⅲ）一人きりの子育て，（Ⅳ）子どもの食行動の問題，（Ⅴ）夫の無理解・非
協力的態度，（Ⅵ）子どもにまとわりつかれる。
その結果，子育て支援者は乳幼児を育てている親と家族への支援をより多く提供する必要性があ
ることが示唆された。
キーワード：育児支援，育児ストレス，育児ストレッサー，因子分析
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